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【凡例】（土地利用） 

 清原地区 

 市街化区域 

 都市機能誘導区域 

 スーパー 

 ドラッグストア 

 介護保険サービス 

 子育て支援施設 

 病院/診療所 

 歯科診療所 

 銀行 

清陵高

柳田車庫 

藤井脳神経外科 

宝積寺駅 等 

柳田車庫 
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芳賀方面 

真岡方面

海星女子学院高 

柳田街道 

辰
街
道 

鬼怒通り 

鬼怒橋 

清原地区市民センター 

清原中央小

清原中

清原南小 

清原北小 

清原東小

作新学院大

【凡例】（公共交通） 

 既存バス路線・停留所 

 運行本数（上下計77本/日） 

 「清原さきがけ号」ルート・停留所 

 地域内交通導入エリア 

 地域内交通の地区外の主要目的施設 施設名 

77

公共交通 

①市中心部と芳賀・益子方面などを結ぶ東西方向のバス

や，国道４０８号や清原台中央通りなど南北方向のバ

スが地区内を運行しています。 

②ＪＲ宇都宮駅と地区間のバスの運賃は３９０円～７

９０円，ＪＲ宇都宮駅発の最終バスは午後９時台～午

後１０時台となっています。 

③日中の移動手段として，「清原さきがけ号」や「板戸

のぞみ号」，「清南スマイル号」が運行していますが，

地区内に公共交通空白地域が存在しています。 

清原地区の現状（土地利用・公共交通） 

市街化調整区域の土地利用 

①無秩序に集落等から外に拡がる住宅開発や

それによる農地の営農環境の悪化が懸念さ

れます。 

②豊かな農業生産基盤など，自然環境を守っ
ていく必要があります。 

市街化調整区域の土地利用 

③教育をはじめ，防災，交流機能な

どを担う小学校（清原北・清原中

央・清原東・清原南小学校）を中

心とした地域のコミュニティを

守っていく必要があります。 

農業振興 

・地域の特性を踏まえ，農業振興に

取り組む必要があります。 

清原工業団地

・国内最大規模の工業団地であり， 

産業機能等が集積する産業流通拠点 

市街化調整区域の土地利用 

④大規模団地のコミュニティを
維持する必要があります。 

土地利用 

・生活に便利で身近な施設（医療・福

祉，子育て，商業など）が地区内や

周辺に立地しています。 



 

清原地区における将来の取組イメージ(土地利用) 

市街化調整区域全体の土地利用 

①営農継続や既存集落のコミュニティを維持 

・地域に縁のある方（分家やＵターンなど）の住宅立地

基準を維持し，既存集落のコミュニティを維持します。

②営農環境を保全 

・地域に縁のない方（市街化区域等からの移住者）の自

己用住宅立地基準を２年間(※)の経過措置を設け廃止

します。 

※小学校周辺においては，地区計画制度の活用促進を図り

ながら，実際の運用状況により廃止します。

清原南小

清原北・清原中央・清原東・清原南小学校周辺

小学校を中心としたコミュニティの維持 

【地区計画制度の緩和】 

・地区計画制度を活用し，居住を誘導します。

農業振興 

・生産力向上，販売力向上，地域力向上

を基本目標に未来の担い手育成や収

益力の高い農業実現など，農業振興に

取り組んでいます。 

清原北小

清原中央小

清原東小

大規模住宅団地の維持 

・空き家対策など既存の住宅環境を

活用し，コミュニティの維持を図

ります。 

【凡例】 

 清原地区 

 市街化区域 

 高次都市機能誘導区域 

 都市機能誘導区域 

 居住誘導区域の範囲イメージ 

 既存バス路線・停留所 

 新設バス路線・停留所イメージ 

 ＬＲＴ計画区間・停留場(点線はイメージ)

 交通結節機能（トランジットセンター等）

清原工業団地 

・周辺環境との調和に配慮しながら， 

産業機能等の維持・強化を図ります。 

一般国道４０８号バイパス 

広域的な交流・連携を強化し，本県経済のさら

なる活性化を図るため，整備が進められます。

みずほの通り 

・地域間を結ぶ幹線を整備することで，

移動時間の短縮など道路交通機能の

充実を図ります。 

都市機能誘導区域 

郊外住宅地等居住エリア 

（居住誘導区域外） 

○市街化区域の住宅地として

ゆとりある居住環境を維持

・形成します。 

※ 集合住宅や一定規模以上

（3戸以上又は敷地1,000㎡

以上）の住宅開発は法に基

づく届出が必要です。 

居住誘導区域 

①生活に便利で身近な施設（医療・福祉，子育て，

商業など）を維持・誘導します。 

②便利な拠点に居住を維持・誘導します。 

③誘導策により誘導施設の立地を促進します。 

①便利な幹線交通軸（幹線道路など）の沿線や

計画的な都市基盤整備を行っている場所に

居住を維持・誘導します。 
②転入のための誘導策を検討します。 



 

柳田車庫 

藤井 

脳神経 
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宝積寺駅 等 
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清原中央小

清原地区市民センター

清陵高
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真岡方面
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清原中

鬼怒橋 

清原南小 

清原東小 
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作新学院大
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【凡例】 

 都市機能誘導区域 

 居住誘導区域の範囲イメージ 

 既存バス路線・停留所 

 新設バス路線・停留所案 

 地域内交通導入エリア 

 地域内交通の地区外の主要目的施設 

 清原さきがけ号ルート・停留所 

 ＬＲＴ計画区間・停留場 

 交通結節機能（トランジットセンター等） 

施設名 

公共交通 

公共交通 

①「宇都宮駅 ⇔ 平出街道 ⇔ 芳賀方面」のバスを増便します。

（一部の区間は急行とし，速達性を高めます。） 

②「真岡方面 ⇔ 清原管理センター前」のバスを新設します。 

（国道４０８号バイパスは急行とし，速達性を高めます。） 

公共交通 

【循環バス（北回り・南回り）の新設】 

清原さきがけ号と役割分担し， 

③朝夕（さきがけ号の運行時間外） 

④日中（さきがけ号の運行時間内） 

の循環バスを新設します。 

公共交通 

⑥ＬＲＴ・バス・地域内交通をスムーズ

に乗り継げるトランジットセンターを

整備します。 

⑦地域内交通とバスの乗り継ぎポイント

を整備します。 

⑤ＬＲＴや地域内交通との役割分担を踏ま

え，国道４０８号（国道１２３号・鬼怒通

り間）のバスは他の路線に振り分けます。

公共交通 

⑧乗り継ぎ割引や利用しやすいバスの
運賃体系を検討します。 

清原地区における将来の取組イメージ(公共交通) 



清原地区の将来像


